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【ＷＥＢ（オンライン）研修の参加方法】 

 

 

＜用意するもの＞ パソコン（カメラ・マイクは不要）又はスマートフォン、タブレット。 

（スマートフォン・タブレットで視聴される方は、事前にコクリポ専用公式アプリのインス

トールが必要、各アプリストアより） 

 

＜端末の設定＞ 

パソコンを使用する場合は 

ご利用の端末のブラウザーを Google Chrome もしくは Microsoft Edge に設定する。 

 

＜研修会お申込みからの流れ＞ 

①愛知産業保健総合支援センターの研修案内ページよりＷＥＢセミナーの申込みをする。 

②1 週間ほど前にＷＥＢセミナーの招待メールが届く。 

「入場ＵＲＬ」と「パスワード」が届くので確認、保存しておく。 

③事前の予約をしておく。（当日入力でも可、事前にすると開始時間前にアラートメールが送

られる。） 

④参加申込完了のメールが届く。 

⑤当日 10 分前になったら入場ＵＲＬをクリック→「ウェビナー会場へ」をクリック 

⑥終了後「ご参加ありがとうございました。」のメールが届く。 

 

＜その他＞ 

・資料については、研修会終了後のアンケートに回答すると、ダウンロードできる。 

・当日の録画・録音は NG。 

・通信回線状況及びセキュリティ上などの制限がある場合、参加できない場合がある。 

 

 

ご不明な点は当センターまでご連絡ください。☎052-950-5375 

 



◆産業医・医師対象研修会（出張研修） ※産業医対象研修は、生涯研修のみで基礎研修はありません。

日付 研修名 講師

時間 研修内容 定員等

11/18(水) 産業医の職場巡視の実際 斉藤　政彦（産業医学担当相談員）

14：00～16：00
大同特殊鋼星崎工場での産業医業務の説明と、職場巡視
の実際、巡視結果の意見交換を行います。

会場　大同特殊鋼（株）星崎診療所（名古屋市南区大同
町2-30）
定員　5名
日医認定産業医研修（生涯実地２単位）

S2

出張



◆産業看護職対象研修会 ※申込み状況により一般・その他の受講も考慮しますので、電話でお問合せください。

日付 研修名 講師

時間 研修内容 定員等

N10 10/15(木) メンタルヘルス概論 竹内　登規夫（カウンセリング担当相談員）

14：00～16：00

メンタルヘルスに関わる研修やセミナーは各所で開催され、メンタル
ヘルスについて各論を含めて多くの知見を有しておられることと拝察
いたします。
ここでは、今一度「ストレスとは」から「ストレスによるメンタル不調」な
どメンタルヘルスの基礎を学び、さらに深くメンタルヘルス問題を考え
ていただく再スタート機会になれば幸いです。

定員15名

N11 10/23(金) 地域職域連携に基づく働く人々への支援
巽　あさみ（人間環境大学大学院看護学研究科 地域
看護学教授）

14：00～16：00

2019年10月に国は新たな地域・職域連携推進ガイドラインを公表しま
した。講師はこのガイドライン作成のための厚生労働省「これからの
地域・職域連携推進の在り方に関する検討会」委員として学識経験者
の立場から検討会等6回出席し提言等をしてきました。また、2017年
から現在まで3年間厚生労働科学研究においても地域・職域連携の
研究を しています。
今回のガイドラインは今まで保健サービスの支援が不十分だった中
小規模事業所、被扶養者等への対応方法についても明記していま
す。セミナーでは国の動向を踏まえた最新情報を講義し、産業看護職
として、地域・職域連携で健康支援を行うために、今後どのようなこと
が必要かをお話しし、また研究で使用したグループワーク方法、健康
経営、開発したツールについてもご紹介します。

定員15名

N12 11/5(木)
産業保健活動における産業看護職に期待される役割　-産業医との
関わりに着目して- 上原　正道（産業医学担当相談員）

14：00～16：00

産業医と産業看護職がそれぞれの専門性を発揮し、連携していくこと
でより良い産業保健活動を展開することができます。
産業医の立場から産業看護職に期待する役割と機能について説明
し、さらに企業の中での産業看護職のキャリアアップのあり方につい
て考察します。

定員15名

N13 12/4(金) 産業看護における統計的手法の活用
白石　知子　（中部大学　生命健康科学部　保健看護
学科教授）

14：00～16：00

産業看護職として知っておきたい保健統計およびエクセル機能を用い
た基本統計量の出し方と統計解析について解説します。
(＊備考：可能な方は、Excel機能の入っているフル充電したパソコンを
お持ちください。)

定員 15名

N14 12/25(金) 新型コロナ感染症対策と新たな生活様式での産業看護活動
髙﨑正子　（株式会社東芝 人事・総務部　総務企画
室　四日市地区保健センター参事）

14：00～16：00
新型コロナ感染症対策として新しい生活様式が求められる中、これか
らの産業看護活動の在り方などを一緒に考えましょう。 定員 100名　ｗｅｂ

N15 1/26(火) 産業看護職としてのメンタル不調者支援
畑中　純子（静岡県立大学　看護学部教授）

14：00～16：00
産業医やカウンセラー等との専門性の違いから産業看護職の役割を
考えます。

定員 100名　ｗｅｂ

N16 2/19(金) 産業看護職のキャリアを考える
髙﨑正子　（株式会社東芝 人事・総務部　総務企画
室　四日市地区保健センター参事）

14：00～16：00
産業保健分野で働く看護職のキャリア形成について、産業保健看護
専門家制度の紹介と併せて一緒に産業看護の未来像を考えましょ
う。

定員 100名　ｗｅｂ

N17 2/26(金) 事業場における治療と仕事の両立支援について 西谷　直子（保健指導担当相談員）

14：00～16：00

現在は、労働者が病気になってもすぐに離職を考えるのではなくいか
に自分なりの生活を維持するか、また働き続けられるかを考えていく
ことが重要です。
平成31年3月に改正された「職場における治療と仕事の両立のための
ガイドライン」について理解を深めて頂くとともに、両立支援に関する
事例を紹介します。

定員 100名　ｗｅｂ

番号



◆一般その他（衛生管理者・労務担当者・産業看護職等職種不問）研修会 ！…時間に注意してください。　　　　

日付 研修名 講師

時間 研修内容 定員等

A29 10/1(木) 新しく導入される個人サンプラーを用いた作業環境管理について
土屋　真知子　（土屋真知子コンサルタントオフィス
代表）

14：00～16：00

平成30年度に厚生労働省では、「個人サンプラーを活用した作業環
境管理のための専門家検討会」が開催され、同検討会の報告書がと
りまとめられました。講師は、同検討会の委員を務め、経緯等につい
て、今後、どのように変わるのか、産業保健スタッフが留意すべき事
項はあるのかについて解説します。

定員　100名　ｗｅｂ

A30 10/8(木) 治療と職業生活の両立支援について 石川　浩二（産業医学担当相談員）

14：00～16：00

2016年に「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイ
ドライン」が
公表されて以後、国は療養・就労両立支援の推進をしてきました。し
かし実際の
運用まで定着してるとは言えません。今回、がんを中心に、最近の動
向、
両立支援の概要、実際について解説します。

定員　100名　ｗｅｂ

A31 10/9(金) 発達障害の、理解と対応-神経発達の障害と情緒発達の障害- 古井　景（メンタルヘルス担当相談員）

14：00～16：00

近年、「発達障害」との用語が広く使われるようになりましたが、発達
障害には、『神経発達の障害』と『情緒発達の障害』があります。企業
で対応に苦慮する事例の多くは後者に該当します。1回目は、『神経
発達の障害』と『情緒発達の障害』の違いについて概説し、その対応
について考えます。

定員　100名　ｗｅｂ

A32 10/16(金)
リスクアセスメント（SDSシート）～現場で活かすSDSシート情報の見方
と管理のポイント～

嶋田　靖文（労働衛生工学担当相談員）

14：00～16：00
SDS安全データシートの事例を見ながら、記載内容の確認と、それを
活用したリスクアセスメントの演習を行います。

定員　100名　ｗｅｂ

A33 10/26(月) メンタルヘルス不調者を出さないために職場が出来ること 上山　恒人（カウンセリング担当相談員）

14：00～16：00

メンタルヘルス不調と睡眠の質の低下は連動しています。自己免疫
力の低下だけで
なく、コミュニケーションやモチベーションの質も低下します。集中力、
行動力、判断力が衰えて、個人や集団の生産性も落ち込んで行きま
す。事故や怪我、病欠も発生します。職場では、組織として、メンタル
ヘルス不調者を出さない、確固とした組織風土づくりとメンテナンスが
欠かせません。

定員　100名　ｗｅｂ

A34 10/27(火) 最近の労働衛生行政の動向　その2 小山田　一昭（労働衛生関係法令担当相談員）

14：00～16：00

厚生労働省の第13次労働災害防止計画に沿って、労働衛生行政の
主要課題を2回に分けて概観します。2回目は、「化学物質」、「粉じ
ん」、「アスベストその他の有害物対策」等について、現状と事業場に
求められる取組内容を説明します。各事業場においてそれぞれの分
野の対策を、改めてチェックする機会を提供します。

定員  15名

A35 10/30(金) 職場における感染症対策 中元　健吾（産業医学担当相談員）

！13：30～15：30
我々に身近な感染症について、企業の視点からどのように取り組む
べきかについて考えていきます。

定員　15名

A36 11/2(月) アルコール依存症への対応 奥田　正英（八事病院　副院長）

14：00～16：00
アルコールを楽しく飲み、アルコール依存症にならない対応について
お話します。

定員　100名　ｗｅｂ

A37 11/6(金) 健康配慮義務違反と言われないために 福井　明（産業医学担当相談員）

14：00～16：00
安全配慮義務からどんどん進んで健康配慮義務といわれるように
なった状況で、どこまで配慮するかを考えます。

定員　100名　ｗｅｂ

A38 11/10(火) 過重労働に係る労働関係法令と対応について 長谷川　ふき子（労働衛生関係法令担当相談員）

14：00～16：00

過重労働によるメンタル不調や自殺などが社会的問題となっていま
す。過重労働に係る法改正を含む労働関係法令やポイント(勤怠管
理、心の健康管理など)、過重労働による労災認定(自殺など)につい
て、判例などを交えてお話しいたします。

定員　100名　ｗｅｂ

番号



日付 研修名 講師

時間 研修内容 定員等
番号

A39 11/13(金) 発達障害の理解と対応　-職場業務とのマッチングとその支援- 古井　景（メンタルヘルス担当相談員）

14：00～16：00

メンタルヘルス不調、職場不適合は、個人の作業能力と期待される業
務遂行能力のミスマッチングにより生じます。適材適所、適正な配置
は、企業の負うべき安全配慮義務の一部でもあります。今回は、発達
障害について正しく理解し、“個人”と“業務”のマッチングを図るため
の視点について、考えたいと思います。

定員　100名　ｗｅｂ

A40 11/25(水) アルコール関連問題を抱える人への関わり方
中村　美千（八事病院　アルコール治療病棟　看護師
長）

14：00～16：00 アルコール依存症者の理解と対応を深める。 定員　100名　ｗｅｂ

A41 11/30(月) 特殊健康診断の重要性　-有害業務と健康管理- 嶋田　靖文（労働衛生工学担当相談員）

14：00～16：00
騒音、振動、有機溶剤（特別有機溶剤）の３管理（作業環境管理、作
業管理、健康管理）について事例を交えご紹介し、それぞれの課題に
対して自分たちはどのように対応すべきかを考えていただきます。

定員　100名　ｗｅｂ

A42 12/8(火) 職場で取り扱う化学物質と健康 柴田　英治（産業医学担当相談員）

14：00～16：00
化学物質ばく露よって発生する健康障害はどのようにして起こるの
か、化学物質の性質、人体への侵入経路など基礎的な内容を解説し
ます。

定員　100名　ｗｅｂ

A43 12/11(金) 孤独、孤立を解消して、メンタルヘルスを確保しましょう 上山　恒人（カウンセリング担当相談員）

14：00～16：00

自分自身との絆、人との絆、大自然との絆が結ばれていないと、人は
枯れて、心身とも
に疲弊し、メンタルヘルス不調に陥ります。しかし、自分自身との絆、
人との絆、大自然との絆が結ばれると、人は血のめぐり気のめぐりが
良くなり、いきいきとして心身ともに健康で幸福を実感して行き続ける
ようになります。メンタルヘルスを確保するために、是非、絆づくりを習
得しましょう。

定員　100名　ｗｅｂ

A44 12/16(水) 働くこととアルコール依存症問題について
内田　あおい（八事病院　八事アルコールセンター副
センター長）

14：00～16：00

職場に適応的で、業務をゴールまでやり遂げる人でも飲酒問題に足
もとを掬われることが少なくありません。健康的に働いて、飲酒を楽し
むことについて、アルコール依存症治療の側からお話したいと思いま
す。

定員　100名　ｗｅｂ

A45 12/24(木) 目指せ健康経営！　～産業医ができること～ 斉藤　政彦（産業医学担当相談員）

14：00～16：00

事業者が産業保健に取り組むことは、従業員の健康の保持増進を通
じ、自社の生産性向上や優秀な人材の確保にもつながり、将来の企
業価値を高める「投資」としての意義もあります。
「50名以上の事業場だから産業医を選任しなくてはならないが、何を
してくれるのかわからない」「産業医を活用して従業員の健康管理に
取り組みたいが何をしたら良いかわからない」といった中小企業事業
者の方々に、産業医とはどのような役割をし、どのように活用したら事
業場にとって有益になるのかについて、一番基礎となる部分に絞って
説明します。

定員　100名　ｗｅｂ

A46 1/7(木) 企業ストレスチェックと復職への対応 舟橋　利彦（メンタルヘルス担当相談員）

14：00～16：00
ストレスチェック制度は、色々な問題点が明らかになって来ています。
その問題点・解決策を明らかにし、休職した時の対応と併せて、お話
しします。

定員　100名　ｗｅｂ

A47 1/14(木) 発達障害者の職場適応 福井　明（産業医学担当相談員）

14：00～16：00
職場で対応に困っている発達障害者にどう対応すればよいのかを考
えます。

定員　100名　ｗｅｂ

A48 1/18(月) 健康診断データの見方について 山田　琢之（産業医学担当相談員）

14：00～16：00 企業における健康診断とその結果の見方のポイントをお話します。 定員　100名　ｗｅｂ



日付 研修名 講師

時間 研修内容 定員等
番号

A49 1/19(火) ストレスを軽減するリーダーシップの在り方 竹内　登規夫（カウンセリング担当相談員）

14：00～16：00

働く人の意識が変化する今日、旧来型のリーダーシップスタイルで職
場マネジメントをするが故にメンタル不調者を多く出している職場は少
なくあリません。本研修会では主要なリーダーシップ理論を平易に紹
介し、やる気を高めストレスを軽減する職場づくりについて考えます。

定員　15名

A50 1/25(月) withコロナ時代に働く女性のために新しい女性外来ができること
上條　美樹子（中部労災病院
神経内科部長 働く女性メディカルセンター長 女性診
療科部長）

14：00～16：00

新型コロナウィルス感染症は我々の生活を大きく変えてしまった。たと
えばオンライン就業や講義・授業が可能になったために家族の在宅
率が上がったことは、家庭管理と仕事の両立に苦慮している働く女性
の生活により大きな負担を強いていると言わざるをえない。一般的に
も社会や経済の閉塞感がうつや自死を増加させていると考えられ、女
性外来の昨夏以降受診動向をみてもコロナひきこもりからのうつ、対
人強迫症状、SNSへの過剰な依存からくる不安神経症や、頚肩腕症
候群、スマホ頭痛などの機能的疾患の増加がめだつ。
新しい時代の女性外来はもはや女性特有の悩みを同性として解決す
るのみではなく、今後社会の中核になるべき女性の全般的健康不安
に総合外来として対応することが要求されている。withコロナ時代を
女性が逞しく乗り切るためには、医療者は正しい医療知識を提供する
とともに、女性のカラダだけではなくココロの健康不安に寄り添うこと
が大切である。

定員　100名　ｗｅｂ

A51 1/29(金) 治療と仕事の両立支援について 石川　浩二（産業医学担当相談員）

14：00～16：00

2016年に「事業場における治療と職業生活の両立支援のためのガイ
ドライン」が公表されて以後、国は療養・就労両立支援の推進をしてき
ました。しかし実際の運用まで定着しているとは言えません。今回、が
んを中心に、最近の動向、両立支援の概要、実際について解説しま
す。

定員　100名　ｗｅｂ

A52 2/5(金) 職場での糖尿病対策　～治療と就労の両立を目指して～ 河村　孝彦（産業医学担当相談員）

！14：30～16：30
最近の糖尿病治療の動向と職場での糖尿病管理について解説し、さ
らに治療と就労の両立支援の取り組みなどを解説します。

定員　100名　ｗｅｂ

A53 2/12(金) 風通しと労いのある活性職場づくり 上山　恒人（カウンセリング担当相談員）

14：00～16：00

自分自身にも職場の人間関係においても、正しい風通しと労いがお
互いにあると、心身ともに健康になり、働き甲斐や生き甲斐が生ま
れ、職場の生産性が上がります。見せかけではない正しい風通しと労
いに焦点を当ててご紹介します。是非、先ずご自分に正しい風通しと
労いの癒しをプレゼントしましょう。あなたが変われば、周りの方も変
わります。簡単ではありませんが大事なことです。

定員　100名　ｗｅｂ

A54 2/22(月)
職場における職場復帰事例への対応～一般事例から困難事例まで
～

石川　浩二（産業医学担当相談員）

14：00～16：00

2004年に「心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手
引き」が出されてから15年以上が経過しました。近年は治療と就労の
両立支援、合理的配慮、働き方改革など、事業場においてより一層の
配慮が必要となりつつあります。当日は職場復帰の事例検討を交え
て解説します。

定員　100名　ｗｅｂ



◆産業医対象研修会

＊実施無し

S2 11月18日（水）　斉藤講師・生涯実地

N10 10月15日（木）　竹内講師 N13 12月4日（金）　白石講師 N16 2月19日（金）　高﨑講師  web

N11 10月23日（金）　巽講師 N14 12月25日（金）　高﨑講師　web N17 2月26日（金）　西谷講師  web

N12 11月5日（木）　上原講師 N15 1月26日（火）　畑中講師　web

A29 10月1日（木）　土屋講師　web A38 11月10日（火）　長谷川講師　web A47 1月14日（木）　福井講師　web

A30 10月8日（木）　石川講師　web A39 11月13日（金）　古井講師　web A48 1月18日（月）　山田講師　web

A31 10月9日（金）　古井講師　web A40 11月25日（水）　中村講師　web A49 1月19日（火）　竹内講師

A32 10月16日（金）　嶋田講師　web A41 11月30日（月）　嶋田講師　web A50 1月25日（月）　上條講師　web

A33 10月26日（月）　上山講師　web A42 12月8日（火）　柴田講師　web A51 1月29日（金）　石川講師　web

A34 10月27日（火）　小山田講師 A43 12月11日（金）　上山講師　web A52 2月5日（金）　河村講師　web

A35 10月30日（金）　中元講師 A44 12月16日（水）　内田講師  web A53 2月12日（金）　上山講師　web

A36 11月2日（月）　奥田講師　web A45 12月24日（木）　斉藤講師　web A54 2月22日（月）　石川講師　web

A37 11月6日（金）　福井講師　web A46 1月7日（木）　舟橋講師　web

◆産業看護職対象研修会

◆一般その他（衛生管理者、労務担当者、産業看護職等職種不問）研修会

  ●受講を希望される方は、当センターのホームページのトップページ 研修案内 から「２０２０年度下半期研修」の研修種別を選び、
     参加申込みフォーム をクリックし、≪研修会申込≫の各項目に入力してください。

  ●各セミナーには定員がありますので、受付は申込み順とさせていただきます。キャンセルは早めにお申し出ください。

  ●会場は原則として当センター内（研修室）で行いますが、申込み状況等により変更する場合がありますので、開催直前に
     ホームページで御確認ください。なお状況により、椅子席になる場合がありますので御了承ください。

  ●参加費は無料です。

  ●申込日から３か月以内（開催月単位）に開催されるセミナーについて、ホームページから申込みが可能です。
  　 （10月に申込みが可能なセミナーは、10月、11月、12月開催セミナーとなります）

◆出張研修会（産業医対象）

２０１９年度 下半期産業保健セミナー申込み方法

お申込みは

こちらから

２０20年度 下産業保健セミナー申込方法

お申込みは

こちらから https://www.aichis.johas.go.jp/seminar
検索

https://www.aichis.johas.go.jp/seminar

